
 

 

 

 

 

 

 

 異学年交流を再開しました。異学年交流とは、主に異なる学年で同じ活動をすることです。ふだんは、

同じ学年で活動することが中心となります。そのため、多くの子どもは、自分より年下の子のことを考え

て活動を企画したり、一緒に活動したりする経験が少ないと思います。異学年交流では、上級生にも、下

級生にも、同学年による活動以外の効果が期待できます。 

 上級生は、下級生が楽しめるように企画をしたり、活動ではわかりやすいように指示を出したりする

など、ふだんしないような行動が必要になります。

これらのことは、人に寄り添い、人のために行動

する力に繋がることが期待できます。また、下級

生にとっては、上級生の姿を見て、憧れを感じた

り、自分が同じ立場になったときにこのようなこ

とをすればいいんだという経験値として残ったり

することが期待できます。このようにして、コミ

ュニケーション能力や協調性といった社会性の向

上に繋がればと考えています。 

 本校では、１年生と６年生、２年生と４年生、

３年生と５年生がそれぞれペア学年として交流し

ました。どの学級でも、歓声が聞こえ、楽しく活

動ができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ７月１４日（金）に、地区別児童会を行いました。地区別児童会とは、町内

会別さらに集団登校グループ毎に同じ教室に集まり、集団登校についての反省

や改善すべき点の確認をする時間のことです。夏休み前の今回は、地区の行事

の確認やラジオ体操の練習も行いました。集団登校グループのほとんどは、低

学年から高学年で構成されています。全員が安全に登校できるように集団登校グループが編制されています

ので、一列で、しかも低学年の歩くスピードに合わせて歩いたりすることを再確認しました。 
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楽しんでいます、異学年交流 ～ペア学年と一緒に活動～ 

地区別児童会 ～安全に登校できるように～ 

３年生と５年生の活動 

２年生と４年生の活動 

１年生と６年生の活動 

班長を中心にふり返り 



 

 

 

 夏休みに入ると、スマホやパソコン、ゲーム等を利用する

時間が増える可能性があります。当然、視力低下の要因にな

り得ます。また、利用時間過多による睡眠不足に繋がること

もあります。さらに、ＳＮＳとして利用する場合は、視力低

下や睡眠不足等健康被害だけではなく、他の心配も付随して

きます。 

 ７月１２日（水）には５年生のひまわり教室（講師：福井

警察署職員）を、翌１３日（木）には６年生の情報モラル教室

（講師：福井市愛護センターカウンセラー）を実施しました。両日とも、ＳＮＳを利用する際の注意事項が中

心の内容でした。 

 ＳＮＳは、たいへん便利なツールです。しかし、一歩間違えるとたいへんなことに繋がります。犯罪に巻き

込まれる場合もあります。 

 両日とも講師の先生から、「個人情報の取扱に注意する。」「ＳＮＳに書き込むときは、内容に十分注意をす

る。悪口やいじめに繋がる内容は絶対に書き込まない。」というお話をしていただきました。 

 今回、講習を受けた５，６年生はもちろんのこと、他の学年でも十分気をつけていただきたいと思います。

夏休みには、ご家庭で、スマホやパソコン、ゲーム等を利用する際のルールを話し合っていただくのもよいか

と思います。 

 

 

 

 

 学校の教育活動と共に、ＰＴＡ活動も順次再開されて 

きています。７月８日（土）には、保健体育部による心肺 

蘇生法講習会が開催されました。親子による参加者も含 

め、５０名を超える方々が受講されました。福井消防署員

の方が講師として来られ、心肺蘇生法のやり方やＡＥＤの使い方、ま

た、それぞれの必要性（理論）についてのお話もありました。 

 参加された保護者の方々はもちろんのこと、一緒に参加したお子さ

んも、心肺蘇生法やＡＥＤ使用の体験もできました。これらを利用す

る場面にいつ出会うかわかりません。一度経験しておくと、もしもの

場合に何か進んで活動することに繋がるかと思います。 

 ご準備いただきましたＰＴＡ保健体育部の皆様、ご参加いただきま

した皆様、ありがとうございました。 

 

 

 

 ７月１６日（日）に青少年育成市民会議森田支部様主催の「校区内危険箇所

点検」が実施されました。本会議会員の皆様やＰＴＡ役員様、森田小中学校関

係者等が参加し、小グループに分かれ、危険箇所の点検をしました。本年度は、

定正、石盛、栗森地区を中心に点検をしました。歩道に自動車が進入してこな

いようにする車止めの不備や用水路の柵の補修が必要など、子どもたちが危険な目に遭わないように点検を

しました。出された内容は、市の青少年育成市民会議を通して、関係機関に意見を上申していただくとのこと

です。今回点検された地区だけではなく、森田地区内には同様に気をつけるべき箇所があるかと思います。ご

家庭でも話し合っていただけたらありがたいです。点検をしていただいた皆様、ありがとうございました。 

ＳＮＳと上手につき合おう 

ＰＴＡ心肺蘇生法講習会  

５年生ひまわり教室 

消防署員による実演 

子どもさんも体験 

校区内危険箇所点検  


